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復興における能登の風景の価値と継承の再考 

風景の議論の前提として…  

• 良好な景観（景観法） 
• 地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により形成」され「地域の固

有の特性と密接に関連する」 
• 地域住民の意向を踏まえそれぞれの地域の個性及び特色の伸長に資するよう、その多様な形成

が図られなければならない 
• 文化的景観（文化財保存法） 

• 人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地であり 
国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの 

• 世界農業遺産（FAO）(Globally Important Agricultural Heritage Systems（GIAHS）) 

• 農業の大規模化による環境への影響や高齢化等の問題に対し、近代化の中で失われつ
つある風土を生かした伝統的な農法や、生物多様性が守られた土地利用のシステム、
これらにより育まれた文化や風景などを一体的な「地域システム」として捉えたもの
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能登の自然景観・里山里海景観と観光

能登観光図（立教大学ホテル研究会, 1960）

1960年の観光図 
海岸の自然風景が
主な観光資源

能登の自然景観・里山里海景観と観光

海岸景観が国定公園に指定されたのは1968年、1971年には木ノ浦地区と内浦地区が海域公園に指定



能登の姿：自然景観・里山里海景観と観光 能登の資源・能登らしさ：里山・里海（GIAHS)

7

2011年認定　世界農業遺産「能登の里山里海」パンフレット  http://www.pref.ishikawa.jp/satoyama/noto-giahs/pdf/pdf/giahs_pamphlet_JP.pdf

地域で育まれた農業文化システム（農業生物多様性、知識システム、食料と生活の安全）の認知と動的保全・適正な管理

能登の風景を形成してきたなりわいのシステム
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⁃ 能登地域の農林水産業システムイメージ図　 出典：「能登の里山里海」世界農業遺産保全計画（第3期）


地域で育まれた農業文化システム（農業生物多様性、知識システム、食料と生活の安全）の認知と動的保全・適正な管理

能登町の暮らしの循環 

（令和６年能登半島地震・奥能登豪雨 能登町復興計画（最終案）「未来のとびら」- ＭＩＲＡＩ ＮＯ ＴＯＢＩＲＡ-    https://www.town.noto.lg.jp/open/info/0000026632.pdf R6.12）
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地面から気象までの自然条件とそれらの相互関係、
そこでの人間の営みの積み重ねにより形成。 
→ 地域の固有の特性

ランドスケープの成り立ち＝地域の生態システム＝風景 10

イアン・L・マクハーグ　下河辺淳・川瀬篤美（訳）　デザイン・ウィズ・ネーチャー　1994
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  能登の風景：多様な里山・里海の環境と生活　　

地域運営・生活文化の 
基本単位としての集落

農業集落界（農業センサス）

  復興の前提としての能登の姿：多様な里山・里海の環境と生活　　  復興の前提としての能登の姿：生業の携帯の多様性



農業集落界（農業センサス）

復興の前提としての能
登の姿：多様な里山・
里海の環境と生活　　

天保国絵図 能登国（一部）/1835-38 
出典：国立公文書館デジタルアーカイブ 

農業集落界（農業センサス）

復興の前提としての能
登の姿：多様な里山・
里海の環境と生活　　

天保国絵図 能登国（一部）/1835-38 
出典：国立公文書館デジタルアーカイブ 

能登四郡村々組分絵図 1825 

＋地域森林計画対象民有林

土地の力を見直す：近世の集落と生産力 　能登の姿：自立分散的な集落とインフラ

上水 生活排水処理



年度内に各市町の復興計画 

→ どのような地域・生活にするか 
　　　　　具体的に考え、行動するのはこれから

 風景を作るためのアプローチの確認　
❖ コミュニティー・生活文化を誰がどのように継承するか 

• 多様な継承の形、それぞれの主体の活動によるゆるやかな移行 
• 急加速する人口減少・高齢化のなかでの自然に合わせて生きる知識・技術の継

承・アップデート 
• 多様な関わり（観光ー通い（仕事・プライベート）ー 二拠点居住ー移住ー起業..） 

➡風景を支える地域のシステムの再構築

❖ 「能登だからできる」の潜在力を失わせない or 回復する 
　ランドスケープマネジメント 
• 受け継がれてきた風景の構造の再整理 

• 社会的変化の中で失われつつあるもの と 震災によって変容したもの：
脆弱性とレジリエンス 
（地形・植生・農林水産業の営み・建築…） 

• 風景の特徴・美しさの基軸 
• 風景に基づく道路・治山・砂防・河川・ライフラインの復旧のあり方の再考 

• 地域と自然との関わりの継承・再生、 
• 風景、文化、生物多様性の回復（特に、ネットワーク）

住宅・生活の再建とまちの再建

被災地の古民家活用相談低調　貸家や民泊に　県支援の団体、１カ月で９６件 
2025/1/22  北國新聞

日曜特番・被災地「ついのすみか」どうすれば…】奥能登の家は高すぎ　坪単価１７０万円も　 
資材高騰、広がる困惑   2025/1/26  北國新聞

総体として風景の理解・再生



間垣の集落：上大沢・大沢（重要文化的景観）
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間垣の集落：上大沢・大沢（重要文化的景観）
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        出典：「輪島市大沢町・上大沢町　間垣の里づくり計画ー能登・間垣の里　文化的景観保存計画」

間垣の集落：上大沢（重要文化的景観）
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上大沢の被災状況
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間垣の集落：上大沢・大沢（重要文化的景観）
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インフラが災害前の状況までは戻らない可能性がある、 
ということ了解したところから、 

集落の形を描くことが求められる。

❖ 「能登だからできる」の潜在力を失わせない or 回復する 
　ランドスケープマネジメント 
• 受け継がれてきた風景の構造の再整理 

• 社会的変化の中で失われつつあるもの と 震災によって変容したも
の：脆弱性とレジリエンス 
（地形・植生・農林水産業の営み・建築…） 

• 風景の特徴・美しさの基軸 

• 風景に基づく道路・治山・砂防・河川・ライフラインの復旧とは 
• 地域と自然との関わりの継承・再生、 
• 風景、文化、生物多様性の回復（特に、ネットワーク）



シンボル＝復興の目標達成の結果 

復興の目標 
自立的かつ持続可能な地域 

「なりわい」も含めた暮らし方の再構築 

農業集落の規模と高齢化

県の復興プランのタイムライン：農林水産

別冊 石川県創造的復興プラン 「施策編」 
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/fukkyuufukkou/souzoutekifukkousuishin/
documents/souzoutekifukkouplan_2_060920.pdf

復興の目標・シンボルとしての風景（トキ・千枚田）

石川県創造的復興プラン　https://www.pref.ishikawa.lg.jp/fukkyuufukkou/souzoutekifukkousuishin/documents/souzoutekifukkouplan_2_060920.pdf 千枚田の再生　
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北國新聞 千枚田、６０枚から再生　「復興の象徴に」３月末に修復
着手〈１.１大震災〉2024/3/6　

北國新聞 千枚田、今年も実りを　４月初旬通水　 
県「復興のシンボルに」　〈１.１大震災・60日
目〉2024/2/29



復興のシンボルとしてのトキ

北國新聞　2024/8/17 朝刊 
「トキ放鳥のモデル地区拡充 県が今年度「能登復興の象徴に」」 

北國新聞　2024/8/26 朝刊 
復興のシンボル」期待　能登で本州初のトキ放鳥
へ　県、昨年に工程表国も後押し 千枚田の被災状況　造園学会石川県連絡会 石川県のランドスケープ遺産・能登半島地震による被災状況（造園学会全国大会ポスター）一部
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千枚田
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北國新聞　2024/10/24 朝刊 
千枚田の取水口、豪雨で埋まる　 
来春田植えまでの復旧困難　県と輪島市、仮設導水路検討

自然の調整



豪雨災害後：大沢 間垣の集落：大沢（重要文化的景観）
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間垣の集落：大沢（重要文化的景観）
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間垣の集落：大沢（重要文化的景観）
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間垣の集落：大沢（重要文化的景観）
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住み続ける＋選ばれる地域

農業集落の規模と高齢化 拠点的な地域と能登らしい風景

観光 
インバウンド？

移住 
二拠点居住？ 　就農？ 起業？

投資

集落の復旧・復興においては、時間をかけた地域を再構
築に寄り添える専門家が必要（土木・農村計画・造園・建築）  

• 集落の社会的、環境システムを理解しながら、現
状のインフラの限界を踏まえた新たな暮らし方に
向けてのサポートができる… など


